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心理学研究室報
平成30年度　　専修大学人間科学部心理学科
　　　　　　　大学院文学研究科心理学専攻
Ⅰ．専修大学心理学研究室
人間科学部心理学科報告（大久保街亜学科長）
平成30年度は何かと忙しい年でした。学科全体としては，
公認心理師受験資格への対応に大わらわの一年でした。資格
取得に対応するため，たくさんの新規科目が設置されまし
た。学部生も大学院生も公認心理師を目指すために，これま
でよりも多くの科目を習得せねばならず，ただでさえ忙しい
ことで知られる心理学科がさらに忙しくなった年でした。
この忙しい一年には教員組織としても様々な変化がありま
した。まず，平成30年 4 月 1 日より，新しい先生方を心理学
科にお迎えしました。心理統計学を専門とする小杉考司先生
と臨床心理学・心理的アセスメントを専門とする加藤佑昌の
お二人です。どちらも年齢が若く，活動的です。これからの
心理学科を末長く担っていってくださるでしょう。出会いが
あれば，別れがあります。今年度の人間科学論集が退職記念
号であることからもお分かりになるでしょう。今年度の終わ
り，平成31年 3 月末日をもって山上精次先生と村松励先生が
定年をお迎えになり，退職をなされることとなりました。心
理学科を支えてくださった先生方に，改めてお礼を申し上げ
ます。ありがとうとございました。
教員だけでなく，学生も入れ替わっています。本年度の新
入生は，人間科学部心理学科に69名，大学院文学研究科心理
学専攻修士課程に11名，博士課程に 1 名でした。彼らが新し
い風を心理学科，そして心理学専攻に送り込んでくれまし
た。現在の学生数は，学部で 1 年生，69名， 2 年生72名， 3
年生，90名， 4 年生76名， 5 年次以上 8 名の計315名です。
一方，大学院には修士課程 1 年11名， 2 年12名，博士課程 1
年 1 名， 3 年 1 名， 6 年 2 名と27名が在籍しています。学部
生と大学院生を合わせると342名の大所帯です（休学者を除
く）。これを教員14名，実習助手 2 名の16名の体制で教育を
行っています。
学科の行事としては，毎年恒例のフレッシュマンキャンプ
を 4 月14〜15日の 1 泊 2 日，恒例の伊勢原セミナーハウスで
行いました。最近の新入生は，入学前から LINE グループな
どで繋がりがあるようです。それでも一晩一緒に過ごし語り
合うと新たな絆ができるようです。今回のフレッシュマン
キャンプも，学生同士，そして，学生と教員が交流をすると
ても良い機会になりました。実行委員として企画，運営をし
てくれた 2 ， 3 ， 4 年生にお礼を申し上げます。
また，心理学科全体としてではなく，基礎系の教員が対応
したものとなりますが，山上先生が大会準備委員長をつとめ
11月31日〜12月 2 日にかけて日本基礎心理学会を開催しまし
た。 2 つのシンポジウム， 2 つの招待講演と規模も大きく，
合計で263名の参加者を迎えることができました。ハッピー
アワーと称し，ウエルカムドリンクを提供するなど，専修大
学のホスピタリティを存分に発揮することができました。
文学研究科心理学専攻報告（高田夏子文学研究科委員心理学
専攻主幹）
専修大学大学院文学研究科心理学専攻は，修士課程と博士
課程からなり，心理学領域における研究者養成・高度な心理
的知識を活かしうる心理臨床における実践家養成に取り組ん
でいます。今年度は公認心理師対応カリキュラムがスタート
し，院生も教員もこれに明け暮れた 1 年となりました。しか
しその最中にあっても，国内外の学会で活発に日頃の研究成
果を発表する院生も多く見られ，喜ばしいことと思っており
ます。
本年度は，文学研究科心理学専攻修士課程 1 年次には11
名， 2 年次には12名が在籍し，博士課程は， 1 年次に 1 名，
3 年次に 1 名， 6 年次に 1 名，研究生 1 名が在籍していまし
た。修士 2 年次生のうち 1 名を除く11名が修士論文を提出
し，口述試験を全員無事に合格しました。
院生は日常的に調査・実験などの研究活動を行い，臨床心
理士や公認心理師の取得を目指すコースの院生は実習などの
実践活動に意欲的に取り組んでいます。本年度も，修士論文
中間報告会，院生研究会，カンファレンス，自主的研究会な
どにおいて，学年の垣根を越えて活発な活動が行われまし
た。今年から始めた公認心理師カリキュラムでは，臨床心理
士の実習ではなかった定められた実習時間をこなさなければ
ならず，院生も教員も混乱しつつどうにか年度終わりにたど
り着きました。体力的にもその他の面でもきついところも
あった修士 1 年生，また制度の変わり目に居合わせてしまっ
た修士 2 年生もよく頑張ったと思います。忙しくカリキュラ
ムをこなしながらも，心理士になろうと思った志を忘れず，
ぶれずに進んで欲しいと願っています。
Ⅱ．心理学教員研究室報
14名の専任教員で構成されています。以下は各教員研究室
の年度報告です。
石金研究室（生理心理学・認知脳科学）
私たちの研究室では，心理学で取り扱う様々なトピックに
ついて，脳活動やニューロンの活動からその処理過程を明ら
かにする研究を行っています。平成30年度の人員構成は，教
員 1 名，学部生13名でした。情報処理中の人間の脳活動を脳
波や NIRS（近赤外線光を用いた脳計測）により測定する研
究と，動物を使用して電気生理学実験と行動実験を組み合わ
せて用いることで，視覚システムや行動の神経基盤を調べる
研究を行っています。脳活動を測定する研究では，人間が何
かを見たり注意を向けたりした時に活動する脳の領域とその
特性を調べています。また，視覚システムや行動の神経基盤
を調べる研究では，視覚誘発性行動と神経活動との関連か
ら，視知覚成立の基礎となるメカニズムを解明することを目
指しています。今年の卒業論文研究では，連続フラッシュ抑
制（continuous flash suppression）を用いて，意識下におけ
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る視覚情報処理が認知的活動に及ぼす影響を分析する研究
や，マウスを用いての視覚誘発性行動の分析およびカエルを
用いてのプライミングが逃避行動に及ぼす効果を検討する研
究，そして，ダイエットに関して認知心理学的にアプローチ
する研究などが行われました。ゼミ合宿は，神奈川県箱根町
において 2 泊 3 日の日程で開催され，終日発表と討論が行わ
れました。比較的天候にも恵まれ，合間に花火を楽しむこと
も出来ました。今年度は，長年「生理学的測定法」の責任編
集者として手がけてきた『基礎心理学実験法ハンドブック』
が完成しましたが，他にも今後出版される辞典類の項目執筆
に加え，日本基礎心理学会第37回大会が専修大学生田キャン
パスにて開催されるなど，盛りだくさんでした。ご協力いた
だいた皆様に，心より御礼申し上げます。
諸活動
石金浩史（2018）青錐体の軸索終末部における S-opsin の機
能的意義．専修大学人間科学論集心理学篇， 8（1），31-
36．
石金浩史（2018）日本基礎心理学会（監修），坂上貴之・河
原純一郎・木村英司・三浦佳世・行場次朗・石金浩史（責
任編集委員）「基礎心理学実験法ハンドブック」朝倉書
店．第 6 部　「生理学的測定法」責任編集．
石金浩史・雁木美衣（2018）日本基礎心理学会（監修），坂
上貴之・河原純一郎・木村英司・三浦佳世・行場次朗・石
金浩史（責任編集委員）「基礎心理学実験法ハンドブック」
朝倉書店．第 6 部　「6.11.2　剥離網膜標本を用いた実験」
470-471．
社会的活動
・日本基礎心理学会　常務理事，若手研究者特別委員会担当
・日本基礎心理学会第37回大会準備委員会　委員
大久保研究室（認知心理学）
私たちの研究室では，心の情報処理を研究しています。平
成30年度の人員構成は，教員 1 名，客員研究員 1 名，博士研
究員 2 名，大学院生 4 名（博士課程 2 名，修士課程 2 名），
学部学生13名でした。博士研究員，大学院生は積極的に研究
に励み，学会で成果を発表するなど意欲的に取り組みまし
た。修士課程に留学生の任さんが加わったこと，そして，博
士課程に体調を崩していた小林くんが戻ってきたことが今年
の嬉しいニュースの一つでした。学部学生は自分自身の卒業
論文の完成に向けて研究に勤しみました。今年度の卒業論文
の進行はかなり遅かったのですが，原稿執筆時（11月）の段
階ではなんとか皆さん間に合いそうです。さて，どうなりま
すか。
今年度も10月に 2 週間，ノルウェーのオスロ大学から
Bruno Laeng 教授を客員研究員として迎えることができま
した。時間に限りがありましたが，世界的な研究者とふれあ
う機会となりました。大学院生にとっては，英語力が向上す
るなどとても良い機会となったと思います。
研究活動
Laeng, B., Kiambarua, K.G., Hagen, T., Bochynska A., Lubell, 
J., Suzuki, H., & Okubo, M. （2018）. The “face race light-
ness illusion”: An effect of the eyes and pupils? PLOS 
ONE, 13 （8） e0201603
Ishikawa, K., Suzuki H., & Okubo, M. A. （2018）. Effects of 
social anxiety on metaphorical associations between emo-
tional valence and clothing brightness. Journal of Behav-
ior Therapy and Experimental Psychiatry, 61 , 32-37.
大久保街亜（2018）．勝利者の横顔：表彰場面におけるポー
ズの左右差．電子情報通信学会ヒューマンコミュニケー
ション基礎（HCS）研究会・ヒューマン情報処理（HIP）
研究会2018年 5 月研究会，沖縄産業支援センター．
井岡 良介・妹尾 武治・大久保 街亜（2018）．状態不安とベ
クション強度の関係についての検討．電気学会知覚情報研
究会，ハウステンボス．
Okubo, M. & Oyama, T. （2018）. The awareness of posing 
directions to express and concealing emotions. 2018 An-
nual Conference of Korean Psychological Association, 　
Sejong University, Seoul, South Korea.
Okubo, M. & Oyama, T. （2018）. Unconscious structural 
knowledge about lateral posing preferences. 6th North 
See Laterality Meeting, Abertay University, Dundee, 
Scotland, UK.
Ioka, R., Seno, T., & Okubo, M. （2018）. A report of a posi-
tive correlation between state anxiety and vection 
strength. The 3rd International Five-Sense Symposium 
（5-SENSE 2018）, Kyushu University. 
鈴木敦命・江見美果・石川健太・小林晃洋・大久保街亜・中
井敏晴（2018）．信頼性の第一印象に反する情報への神経
応答の年齢関連差．日本心理学会第82回大会，仙台国際セ
ンター．
石川健太・大久保街亜（2018）．心理士はクライエントの左
右どちら側の顔を見るか？―心理療法のアプローチのちが
いと座席選択―．日本心理学会第82回大会，仙台国際セン
ター．
小山貴士・大久保街亜（2018）．顔らしさと視線による注意
シフト？日本心理学会第82回大会，仙台国際センター．
実吉綾子・鈴木 玄・小山貴士・大久保街亜・Bruno Laeng 
（2018）. 不気味の谷現象における他人種間効果：瞳孔径計
測による検討．日本心理学会第82回大会，仙台国際セン
ター．
Oyama, T. & Okubo, M. （2018）. Eyes, faces, and attentional 
shifts: A Test of cue-target spatial conflict hypothesis. 
The 58th annual meeting of Psychonomic Society, Hyatt 
Regency New Orleans, New Orleans, LA, USA. 
Ishikawa, K. & Okubo, M. （2018）. Hemifacial asymmetries 
in social anxiety: Gender differences and facial expression. 
The 58th annual meeting of Psychonomic Society, Hyatt 
Regency New Orleans, New Orleans, LA, USA.
Saneyoshi, H. A., Suzuki, H., Oyama, T., Okubo, M. & Laeng, 
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B. （2018）. Uncanny Eyes and Pupils: The Other-Race Ef-
fect on the Facial Uncanny Valley. The 58th annual meet-
ing of Psychonomic Society, Hyatt Regency New Orleans, 
New Orleans, LA, USA.
Kawasaki, Y. & Okubo, M. （2018）. The effect of reality 
monitoring and wording on false memory in the DRM 
paradigm. The 58th annual meeting of Psychonomic Soci-
ety, Hyatt Regency New Orleans, New Orleans, LA, USA.
岡村研究室（リハビリテーション心理学）
研究室で取り組んでいる研究の対象は，小児から成人まで
リハビリテーションの対象となる障害を抱える人々です。
様々な障害に対して心理的な構造を明らかにして，どんなア
プローチができるのかについて研究しています。研究室には
修士 2 年 1 名，修士 1 年 1 名，学部 4 年 6 名，学部 3 年 7 名
です。学部のゼミでは特に体験を重視しています。今年度も
昨年同様，国際福祉機器展見学，川崎市北部リハビリテー
ションフェスタへのボランティア参加と様々な体験ができま
した。体験の中から本当に必要なこと，興味の持てることを
テーマに研究をすることを願っています。
私自身の専門は，臨床神経心理学で，なかでも脳損傷に起
因する高次脳機能障害者に対する神経心理学的アセスメン
ト，認知リハビリテーションが研究対象です。遂行機能障害
の評価や高次脳機能障害のグループ訓練の効果測定などが現
在継続中の研究です。また，海外にはある臨床神経心理士と
いう資格についても研究しています。
専修大学心理教育相談室において，高次脳機能障害者の心
理相談及び認知訓練教室を実施していますが，そういった臨
床活動にも今後研究室全体で取り組んでいきたいと思ってい
ます。
諸活動
岡村陽子（2018）高次脳機能障害を対象としたグループ療法　
総合リハビリテーション．46 （9），821-826.
岡村陽子（2018）日本版 the Jansari assessment of Execu-
tive Functions の作成と予備的検討　専修大学人間科学学
会・専修人間科学論集．心理学篇．8，23-29．
Yoko Okamura （2018） Validation in Japanese of the Jansari 
assessment of Executive Functions （JEF©）. International 
Neuropsychological Society 2018 Mid-Year Meeting. Fi-
nal Program, p56.
神奈川県臨床心理士会理事会監事
長田研究室（障害者・障害児心理学）
教員 1 名，大学院生 3 名，学部生10名で構成されていま
す。それぞれ独自のテーマで研究を進め，心理実践実習を行
うほか，国内外の学会への参加，国内外への学術誌への投稿
など活発に実践，研究を行っています。
本研究室のチーフは，メンタルヘルスをキーワードに多文
化精神医学，医療人類学的なアプローチにより，神経発達症
への早期介入尺度および療育法の開発のほか，児童期思春期
のメンタルヘルスの問題の評価および予防の開発を行ってい
ます。児童期に発する素行症，あるいはまたサイコパスをメ
ンタルヘルス的疫学の観点から予防できないかという壮大な
取り組みを海外研究者とともに行っています。また，精神疾
患を有する親の子育て支援というテーマで，フィンランドの
研究者，実践家からスーパーヴァイズを受け，さらにはアメ
リカ，オーストラリア，イタリア，ギリシャなどの実践家，
研究者達とも交流を取りながら，わが国への応用，発展を目
指す研究にも参加しています。研究の他，自閉スペクトラム
症をはじめとする乳幼児期の療育の実践と親のコンサルテー
ション，教育現場の教師への神経発達症への対応に関するコ
ンサルテーションを定期的に行っています。
本年度のゼミ合宿は夏休みに 2 泊 3 日で長瀞へに行って参
りました。おそらくゼミ史上最も・・・な宿でしたが，野外
BBQ は美味でした。今年も，深夜まで学生と「語り合い
（？）」，親交を深められたかな，と思います。
諸活動
Osada, H. （2018, October）. Paper Session （Oral Presenta-
tion）. Cross-Cultural Comparison of Callous-Unemotional 
Traits - Japan vs Other Countries. 5th World Congress of 
the World Association of Cultural Psychiatry. New York, 
NY. 
Rie, U. & Osada, H. （2018, October）. Concurrent Poster Ses-
sion. Practices and Attitudes Toward Parents with Men-
tal Illnesses and their Dependent Children Among Mental 
Health Professionals: A Nationwide Survey of Japanese 
Psychiatric Hospitals. 5th Congress of the World Associa-
tion of Cultural Psychiatry. New York, NY.
江戸川区教育委員会 特別支援教育専門家チーム（心理実践）
日本乳幼児医学・心理学会 評議員，編集委員
日本発達障害学会 評議員
加藤研究室（心理査定学）
加藤研究室では，心理査定学（心理アセスメント学）とし
てロールシャッハ・テストを中心に研究を進めています。心
理臨床においては，精神分析的な立場から人間の深層心理の
理解や無意識過程の探索を主たる立場・課題としています。
最近の主な研究テーマは若手心理臨床家への初期教育法の検
討であり，若手心理臨床家への教育実践と研究を並行してお
こなっています。特に，ベテランの心理臨床家の「立体的」
「同時並行的」で複雑な思考過程を，若手や初学者にも分か
りやすいように「平面展開図的」「継時段階的」に分解・整
理することを目指して研究を進めています。
平成30年度の人員構成は，教員 1 名，大学院修士課程 1
名，学部生13名（ 4 年生 6 名， 3 年生 7 名）でした。大学院
生および学部生は，心理アセスメント学に囚われずに思い思
いのテーマで研究を進めています。
諸活動
加藤佑昌（2018）．「第 2 章 子どもと家族の日常生活につい
38
て」『子どもを持つ親が病気になった時に読む本―伝え
方・暮らし方・お金のこと―』Paula Rauch 著，Anna 
Muriel 著，慶應義塾大学医学部心理研究グループ訳．創
元社．pp.37-54.
加藤佑昌（2018）．大会実行委員会・若手の会合同企画「心
理臨床の先達と語る会―大塚義孝―」メディエーター 日
本心理臨床学会第37回大会 神戸 神戸ポートピアホテル 
2018年 9 月 1 日
加藤佑昌（2018）．若手の会企画シンポジウム「心理臨床学
における若手の挑戦と学び」話題提供 日本心理臨床学会
第37回大会 神戸 神戸国際展示場 2018年 9 月 2 日
加藤佑昌（2018）．精神力動的継起分析における初学者の思
考プロセスの特徴―ロールシャッハの初学者教育の探索的
研究（ 2 ）― 日本ロールシャッハ学会第22回大会 大阪 大
阪大学 2018年10月 6 日
社会的活動
日本心理臨床学会 若手の会 幹事
多摩精神分析セミナー 事務局・講師
国里研究室（臨床心理学）
私たちの研究室は，不安や抑うつの発症・維持メカニズム
や認知行動療法の作用メカニズムについて，行動・生理実験
や計算論的アプローチを用いて明らかにすることを目的とし
ています。平成30年度の人員構成は，教員 1 名，大学院生 4
名（修士 1 年： 1 名，修士 2 年： 2 名，博士 3 年： 1 名），
学部生13名（ 3 年： 7 名， 4 年： 6 名）でした。
学部 4 年生は，昨年度学んだことを活かしながら，それぞ
れの関心に合わせた研究に取り組みました。今年も，Psy-
choPy を用いて研究室では初の実験課題を用いた研究があ
り，丁寧な調査研究もあり，興味深い卒業研究になりまし
た。学部 3 年生は，異常心理学と認知行動療法に関する輪読
を通して，知識を身につけるとともに，PsychoPy を用いた
実験課題作成法を徐々に身につけながら，卒業研究の準備を
しています。
大学院生は，臨床心理学に関する専門的知識を学ぶととも
に，修士・博士論文の研究を行い，全員が日本認知・行動療
法学会においてポスター発表を行いました。今年も，日本心
理学会において，杣取恵太さんが項目反応理論に関するシン
ポジウムで話題提供をしました。なお，今年は心理学に関連
した数学の輪読会を行いました。
今年度のゼミ合宿は，河口湖で実施しました。今年も，
ワールドカフェ方式での発表を取り入れることで，学生同士
のディスカッションが盛り上がりました。国里は河口湖で趣
味の釣りをすることができて，リフレッシュにもなりまし
た。普段とは違う場所で発表やディスカションを行い，着実
に卒業論文や修士論文に向けた準備ができていたように思い
ます。本研究室は，今年で 6 年目となります。恐怖条件づけ
の脳波研究もやっと着手でき，ウェブ実験の準備も行ってい
ます。さらに研究が進展するように取り組んでいきたいと思
います。
諸活動
国里愛彦（2018）．「第14章　アセスメントにおける倫理的問
題と法的問題」スーザン C. ウィストン（著）石川信一・
佐藤寛・高橋史（監訳）『カウンセリングにおけるアセス
メントの原理と適用』，金子書房，pp.343-364. 
国里愛彦（2018）．「第14章　いつになったら原稿を書くの
か？：執筆量モニタリングにおける変化点検出」『たのし
いベイズモデリング 事例で拓く研究のフロンティア』豊
田秀樹（編），北大路書房，pp.149-159.
国里愛彦（2018）．「第 3 章 7 節　脳神経系の神経心理学的理
解と認知機能の障害」　『公認心理師養成のための保健・医
療系実習ガイドブック』鈴木伸一・田中恒彦・小林清香
（編），北大路書房，pp.79-86.
国里愛彦（2018）．「第 5 章　健康関連のパーソナリティの測
定と評価」　『健康心理学の測定法・アセスメント』鈴木伸
一（編），ナカニシヤ出版，pp.66-82.
Hasegawa, A., Kunisato, Y., Morimoto, H., Nishimura, H., & 
Matsuda, Y. （2018）. Depressive rumination and urgency 
have mutually enhancing relationships but both predict 
unique variance in future depression: A longitudinal 
study. Cogent Psychology, 5: 1450919. ß
Hasegawa, A., Kunisato, Y., Morimoto, H., Nishimura, H., & 
Matsuda, Y. （2018）. How do rumination and social prob-
lem solving intensify depression? A longitudinal study. 
Journal of Rational-Emotive & Cognitive-Behavior Ther-
apy, 36, 1, 28-46.
Takagaki, K., Okamoto, Y., Jinnin, R., Mori, A., Nishiyama, Y., 
Yamamura, T., Yokoyama, S., Shiota, S., Okamoto, Y., Mi-
yake, Y., Ogata, A., Kunisato, Y., Shimoda, H., Kawakami, 
N., Furukawa, T. A., & Yamawaki. （2018）. Enduring ef-
fects of a five-week behavioral activation program for 
subthreshold depression among late adolescents: an ex-
ploratory randomized controlled trial. Neuropsychiatric 
Disease and Treatment , 14, 2633-2641.
国里愛彦（2018）臨床心理学と認知モデリング　心理学評
論，61 （1），55-66.
国里愛彦（2018）計算論的臨床心理学からみた認知行動療法　
認知療法研究，11 （1），2-12.
畑 琴音・小川祐子・小野はるか・竹下若那・佐藤秀樹・国
里愛彦・鈴木伸一（2018）がん患者に対する行動活性化療
法の構成要素に関する文献レビュー　認知療法研究，11
（1），42-51.
小関俊祐・小関真実・中村元美・大谷哲弘・国里愛彦
（2018）日本語版児童用 Behavioral Inhibition System and 
Behavioral Activation System Scale（児童用 BIS/BAS 尺
度）の作成と信頼性・妥当性の検討　認知行動療法研究，
44（1），1-11.
杣取恵太・国里愛彦（2018）．情動喚起刺激を用いた恐怖条
件づけパラダイムの動向　専修人間科学論集　心理学篇，
8（1），7-13.
土原浩平・工藤志野・二瓶正登・国里愛彦（2018）．共感性
心理学研究室報 39
および連合学習理論の観点からみたマインドフルネスにつ
いての文献研究　専修人間科学論集　心理学篇， 8（1），
15-22.
長谷川晃・杣取恵太・西村春輝・服部陽介・国里愛彦
（2018）．質問紙と実験課題で測定された衝動性の関連：行
動的衝動性に対する潜在変数アプローチを適用して　日本
認知・行動療法学会第44回大会　東京（品川）　明治学院
大学白金キャンパス　2018年10月27日
中川卓知・国里愛彦（2018）．抑うつとリスクテイキング行
動との関連：Automatic BART に対するベイジアン認知
モデリングの適用　日本認知・行動療法学会第44回大会　
東京（品川）　明治学院大学白金キャンパス　2018年10月
27日
下野有紀・長谷川晃・土原浩平・国里愛彦（2018）．大学生
用ひきこもり親和性尺度の作成　日本認知・行動療法学会
第44回大会　東京（品川）　明治学院大学白金キャンパス　
2018年10月27日
土原浩平・石金浩史・国里愛彦（2018）．マインドフルネス
と痛みの関連　日本認知・行動療法学会第44回大会　東京
（品川）　明治学院大学白金キャンパス　2018年10月28日
井口聖香・大久保街亜・国里愛彦（2018）．新たな過剰適応
傾向尺度作成の試み　日本認知・行動療法学会第44回大会　
東京（品川）　明治学院大学白金キャンパス　2018年10月
28日
国里愛彦（2018）．教育講演「単一事例研究法と統計的推
測：ベイズ流アプローチを架け橋として（講師：竹林由
武）」　座長　日本認知・行動療法学会第44回大会　東京
（品川）　明治学院大学白金キャンパス　2018年10月28日
国里愛彦　（2018）．公募シンポジウム「心理学における機械
学習アプローチの可能性」　司会　日本心理学会第82回大
会　仙台　仙台国際センター　2018年 9 月25日
国里愛彦　（2018）．ベイズ統計から見た新たな健康アセスメ
ントとその評価　日本健康心理学会記念出版委員会企画シ
ンポジウム「健康心理アセスメントの新たな可能性」　話
題提供　日本健康心理学会 第31回大会 京都　京都橘大学　
2018年 6 月23日
日本認知・行動療法学会　編集委員，企画委員（〜2018年 6
月）
日本認知・行動療法学会　常任編集委員，教育・研修委員
（2018年 6 月〜）
日本認知・行動療法学会第44回大会　大会組織委員
小杉研究室（心理統計法）
心理統計法の研究は，心理学のどの領域でも必要とされる
データの収集，分析に関する技術や理論を研究するもので
す。お料理に例えるなら，フランス料理やイタリア料理など
様々な専門領域に共通する，よく研がれた包丁を提供した
り，低温調理器のような新しい調理法を開発することを目的
としています。
小杉研究室は，前任者の岡田謙介先生を引き継ぐ形で，修
士 2 年の大学院生 1 名，学部 4 年のゼミ生 1 名，新たに学部
3 年生 3 名を持って，本年度から発足いたしました。この一
年はゼミ全体でデータ分析コンペに参加し，分析とプレゼン
のスキルを磨いてきました。修論生や卒論生が地震の研究を
深めるのはもちろん， 3 年生も自分たち自身で Web 調査を
行い，データを分析し，中国四国心理学会の学生発表部門で
学会発表を行いました。夏には静岡は伊東の山喜旅館で，終
日パソコンに向かってコードを書くという分析合宿を行いま
した。夜には浜辺でバーベキューなどのイベントもあったの
ですが，開始40分で食事を食べ尽くすというほど貪欲な学生
たちでした。知識，技術の習得にも貪欲に突き進んで参りま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
諸活動
小杉考司（2018）心の旅が始まる，pp.67-78，豊田秀樹
（編），たのしいベイズモデリング，北大路書房．
Yonemitsu, F., Sasaki, K., Gobara, A., Kosugi, K., & Yamada, 
Y. （2018）. “Close, and ye shall find”: eye closure during 
thinking enhances creativity. Palgrave Communications, 4 
（1）, 80.
林幸史・小杉考司（2018）過去の旅行経験から見た観光地イ
メージ，社会心理学究，34 （1），38-46.
本田志穂・小宮あすか・中西大輔・小杉考司，集団意思決定
のゲーム構造が LINE の返信行動に及ぼす影響，日本社会
心理学会，2018. 08. 28.（追手門大学（大阪府茨木市））
安藤正和・小杉考司，日常的購買行動におけるセールスプロ
モーション効果の推定：値引きとポイント付与から見たマ
グニチュード効果の検証，中国四国心理学会，2018. 10. 
13. （東広島市市民文化センター（広島県東広島市））講演
「新しい統計学とのつきあいかた」【平成30年度第 1 回
フォーラム】時代は変わる―再現可能性問題から基礎心理
学のパラダイムシフトへ―，2018. 06. 02（慶應義塾大学
三田キャンパス）
セミナー講師；社会心理学会夏のチュートリアルセミナー，
2018. 08. 30-31. （大阪国際交流センター）
講演「心理学における新しい統計学との付き合い方」HCG
シンポジウム2018チュートリアル公園，2018. 12. 12（シ
ンフォニアテクノロジー響ホール伊勢（三重県伊勢市））
社会的活動
社会心理学会学会活動委員
行動計量学会広報委員
澤研究室（学習心理学）
私たちの研究室では，主にヒトや動物が経験によって行動
を変えていく学習という現象について研究しています。2018
年は，教員 1 名，研究員 3 名，大学院生 3 名（博士課程 1
名，修士課程 2 名），学部生13名という構成でした。人間と
ウマやゾウといった種を越えたコミュニケーションやインタ
ラクションに関する比較認知科学的研究やロボットを使った
人とのインタラクション研究を進めています。他大学や企業
との共同研究を積極的に推し進め，行動観察ソフトや力学的
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解析，ベイズモデリングなど新しい手法を導入しています。
諸活動
論文・プロシーディング
Tanaka, T., Kokubo, K., Iwasa, K., Sawa, K., Yamada, N., Ko-
mori, M. （inpress）. Intraday activity levels may better 
reflect the differences between Major Depressive Disor-
der and Bipolar Disorder than average daily activity lev-
els. Frontiers in Psychology, section Clinical and Health 
Psychology.
大北碧・二瓶正登・西山慶太・澤 幸祐（inpress）．ヒト－
ウマインタラクションにおける「人馬一体」感とは何か？ 
認知科学．
Sekiguchi, K., Ushitani, T. and Sawa, K. （2018）. Use of re-
dundant sets of landmark information by humans （Homo 
sapiens） in a goal searching task in an open field and on a 
computer screen. Journal of Comparative Psychology, 132, 
178-188.
学会発表
謝花隆之・大北碧・澤幸祐（2018）．時間的に随伴したエー
ジェントロボットの助言によって現状維持バイアスは消失
するのか？ 日本心理学会第82回大会，東北大学， 9 月
平田佐智子・澤幸祐（2018）．母音音声刺激と垂直・水平方
向の長さとの感覚間相互作用．日本心理学会第82回大会，
東北大学， 9 月
Ohkita, M., Kamijo, M. Otaki, S., Samejima, K. and Sawa, K. 
（2018）. What factors influence sense of operation agency 
in the interaction between humans and horses （Equus ca-
ballus）? The 78th annual Meeting of the Japanese Soci-
ety for Animal Psychology, Hiroshima, August.
Kato, H., Mitsuda, M., Ohkita, M. and Sawa, K. （2018）. The 
effect of familiarity on recognition of human facial expres-
sion in sports horses （Equus caballus）. The 78th annual 
Meeting of the Japanese Society for Animal Psychology, 
Hiroshima, August.
Konno, A., Kamijo, M., Sato, H., Furuta, H., Fujisawa, K., 
Kubota, Y., Sakurado, Y., Iino, Y. and Sawa, K. （2018）. 
Performance of an Asian elephant （Elephas maximus） in 
interpreting sustained pointing cues by humans. The 78th 
annual Meeting of the Japanese Society for Animal Psy-
chology, Hiroshima, August.
下斗米研究室（社会心理学）
下斗米研では，伝統的に，人の社会的環境への適応過程を
研究しています。平成30年度の室員構成は，教員 1 名，大学
院博士課程 1 名，学部生 8 名（ 4 年 2 名， 3 年 6 名）でし
た。今年度も，（ 1 ）理性的で快適な人間関係や集団の形成
条件を見いだすこと，（ 2 ）対人関係や集団成員の苦悩防止
と自己発達・成長方策の探索，（ 3 ）差別や排斥，葛藤や紛
争なく，集団や個人らしさを大切にした協調的社会を構築す
るための必要条件を見いだすこと，という 3 つの研究室伝統
テーマのもと，調査や実験による研究活動が積極的に進めら
れました。大学院生は，昨年度に続き，学校の組織力動を成
員の資源の類似 ･ 異質から検討を重ねました。今年度の 3 年
生は，各自の問題意識が明確にあり，かつオリジナリティが
認められて，頼もしい限りです。データの収集も行われ，今
後の高次な議論への積み上げが楽しみです。 4 年生は，現象
学的アプローチで生態的文脈での心理を研究し，これまでに
無い興味深い研究を完成させました。いずれの室員も，従来
の研究トピックスにはない研究テーマを設定して，その視点
や取り組みは極めてチャレンジングでした。一緒に項目を作
成したり分析を行うなど，教員との協同研究として格闘・奮
闘の日々でしたが，成長した姿が垣間見られて内心とても喜
んでいます。二人三脚のように教員と取り組んできたこと，
また室員同士が合評会を中心に議論を深め，互いを高め合っ
てきたことに社会心理学研究室の伝統は今年度も変わらず受
け継がれています。研究成果の一端は，Social Psychology 
Bulletin of Shimotomai Laboratory, Vol. 8, March, 2018にお
いて公刊されています。新歓コンパ，御宿での夏合宿，追い
コン，そしてエンドレスの合評会などは今年も顕在でした。
下斗米研の室員は，毎年互いにサポーティブですが，今年は
特に互いに大いに刺激をし合っていました。
諸活動
Shimotomai, A. （2018）. Parental social power, co-parenting, 
and child attachment: early to late japanese adolescence 
transitions.　Current Psychology, 1-12.
下斗米淳（2018）．自傷行為者はどのような世界で生きてい
るのか？ －自傷行為の “ 了解 ” へ，研究知と実践知の対
話から接近を試みる．第40回国際学校心理学会シンポジウ
ム　指定討論．
石川祥啓・下斗米淳．（2018）．自我漏洩感・被透視感の生起
プロセス－写真撮影場面という新たなパラダイムの可能性
について．日本心理学会第82回大会
平原詩織・下斗米淳（2018）．キャラ化機能尺度の作成と機
能評価構造に関する検討－現代青年はキャラ化によって何
を得ているか．日本心理学会第82回大会
吉田光成・高田夏子・下斗米淳（2018）．集団に内包される
課題性と成員間の社会資源評価との関連―教師の社会的
ネットワーク成員への機能性の意味づけの検討から．日本
グループ ･ ダイナミックス学会第65回大会
下斗米淳（2018）．加熱式たばこの 8 徳受容状況．日本たば
こ産業株式会社研究報告書．
社会活動
労働安全衛生総合研究所研究倫理委員
日本学術振興会専門委員
家庭裁判所調査官試験委員会委員（ 2 次試験）
高田研究室（深層心理学）
院生 4 名，学部学生14名のゼミとなりました。今年は留学
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から就活のために帰国した 6 年生もいました。夏合宿は例年
通り長野県茅野市に於いて 2 泊で行いました。 3 年生に発熱
などで欠席者がいましたが， 4 年生の段取り良く，事故もな
く，去年やり残した花火やシャトレーゼに工場見学に行き，
アイスを食べるという行事も果たして来ました。また，院生
3 名が参加していただけて，学部生の研究に有益なコメント
をいただけました。質的研究のワークを下斗米研究室博士課
程院生の吉田くんにお願いし，質的データを分析したいと考
えている 4 年生に良い刺激となりました。
また， 8 月〜10月の間に修士 1 年生 3 名が，大妻女子大学
院，お茶の水女子大学院との合同で，施行カウンセリングに
参加いたしました。他大学の院生とカウンセラー役，クライ
エント役をそれぞれ交換して行うものです。そして各大学院
の教員がスーパーヴィジョンを毎回行います。ケース担当を
間近に控えて，よい練習になるのと，他大の相談室の雰囲気
を知ることができるのが魅力です。専修大からは，今年から
加藤先生にも加わっていただきました。
HP の整備も進めているところです。
諸活動
「心理的アセスメントの現場から」『心理学的支援』コラム　
2018年　北王子書房
日本学校心理学会（ISPA）シンポジウム「自傷行為者はど
のような世界で生きているか―事例のメタ分析を用いた生
活世界への接近」吉田光成・栗本夏織・下斗米淳・高田夏
子　於：東京成徳大学　 7 月28日
メンタルヘルス研究会　労働者の心の悩みとカウンセリング
について学ぶ　講師　主催；東京管理職ユニオン，東京情
報労働センター共催（2018. 9. 28．於：ユニオン運動セン
ター）
表現教育指導者養成セミナー2018　箱庭療法 体験ワーク
ショップ講師　主催：アートインライフ，専修大学心理教
育相談室共催（2018. 9. 30．於：専修大学心理教育相談
室）
日本箱庭療法第32回大会　研究発表司会（2018年10月　於：
新潟青陵大学）
中沢研究室（知覚心理学）
この研究室では，外界からの感覚・知覚的情報を心がどの
ように処理しているかについて，またその結果として生じる
知覚像がどのような性質をもっているのかについてを調べる
研究を行っています。これまでの学生さんによる研究は，
「感じられる時間の歪み」「文字の読みやすさの要因」「フォ
ントによる語の印象への影響」「言語の情動価と記憶」「偶発
学習と記憶」「motion induced blindness（運動する刺激に
よって周辺視野の静止刺激が知覚されなくなる現象）」「視覚
情報による嗅覚情報への干渉」「音楽の印象をつくる要因」
などのテーマでなされてきました。
平成30年 3 月に 3 名の卒業生を輩出し，今年度は 4 年次生
4 名， 3 年次生 5 名という構成でした。平成30年度の学生メ
ンバーの研究のテーマは，時間知覚，音楽のテンポ，映像と
距離感，閾下刺激の効果など様々な方向に向いています。夏
のゼミ合宿は，河口湖近辺のペンションで，それぞれの研究
のテーマを持ち寄って侃々諤々の熱い討論を深夜に及ぶまで
行いました。もちろん味覚と嗅覚の実（体）験も交えなが
ら，今回はメンバーこだわりの自炊でした。さらには，言語
論理だけではなく感覚知覚を研ぎ澄まして人間に関する情報
取得を図ったりもしています。
社会的活動
言語聴覚士国家試験試験委員
村松研究室（非行・犯罪心理学）
研究室では主に，非行・犯罪心理学，非行臨床を研究して
おります。平成30年度は大学院生（修士課程 3 名，学部学生
7 名）が所属しており，少年犯罪のみならず，青年期や家族
の問題など幅広く研究しております。非行臨床に関する研究
成果は，矯正研修所（法務省），児童相談所（千葉県・千葉
市・横浜市），国立武蔵野学院，少年サポートセンター（千
葉県警），少年相談担当者技術研修会（神奈川県警），千葉県
子どもと親のサポートセンター，社会福祉法人千葉県社会福
祉協議会などにおいて研修，スーパービジョンという形式で
発表しております。少しでも人の役に立つ心理学の構築を目
標に，心理臨床の実務家に対してより高度な非行臨床の技術
を提供することを目指しております。また，非行臨床の分野
における優れた臨床家の育成も研究室の重要な役割の一つで
あり，家庭裁判所調査官，法務技官，法務教官，保護観察官
などを目指す学生が学んでおります。
諸活動
村松励（2018）．家庭裁判所における非行臨床．別冊法学セ
ミナーNo.252． 8 -15
日本犯罪心理学会第56回（2018）大会企画ミニ・シンポジウ
ム「ハイリスク・ストーカーへの対応と対策―100ケース
の質的分析をもとに―」話題提供
専修大学教育学会第66回（2018）大会講演「生徒の問題行動
の理解と指導」パネルディスカッション「コミュニケー
ションの変化に伴う教育現場の対応」アドバイザー
社会的活動
日本犯罪心理学会理事（平成27年 9 月〜）
科学警察研究所顧問（平成28年 4 月〜）
山上研究室（発達心理学，比較・発達認知）
平成30年 3 月15日に，総ページ数72ページの専修大学山上
研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol.8 を刊行し
ました。第 8 巻は，卒業論文 2 編（塩島由依さん，田代美冬
さん）と 3 年生のプレ卒業論文 3 編（緒方万里子さん，高津
香菜子さん，生島梨果さん）および山上による巻頭「「基礎
実験 2 」―次の半世紀へ（ 2 ）」が掲載されました。
研究法 1 ， 2 の授業においては，引き続き，授業日前日の
0 時までに，発表者は発表用資料を TeX で作成し，それを
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PDF 化してアップロードし，また発表担当以外のメンバー
は，授業までに必ず発表資料に目を通すことを求めていま
す。
研究法 1 ， 2 では， 1 授業日あたり発表者数は 2 名を基本
としていますが，メンバー全員が発表に対して，質問または
コメント発言をすることを求めていることもあって，定時で
ある 6 時すぎを超えて議論が活発化することも稀ではありま
せん。なお，スライドを使用する発表は，プレ卒発表会，夏
合宿，卒論中間発表会，卒論発表会の年間 4 回のみとなって
いますが，長年にわたり改訂してきた微に入り細を穿つ合宿
マニュアルによって，近年の研究室メンバーのプレゼンテー
ション・スキルは満足すべき水準に到達していると思われま
す。
山上研究室は，平成30年度末をもって山上の定年退職のた
めクローズいたします。1979年（昭和54年）から2019年まで
の長きにわたり専修大学と心理学科には大変にお世話になり
ました。ありがとうございました。
なお山上研究室年報も今年度末発刊予定の第 9 巻が最終巻
となります。第 1 巻から 9 巻の全巻は国会図書館に献本して
おりますので，ご参照は国会図書館にて随時可能です。この
9 巻のほか，現在 Suppliment 巻の作成・編集作業を進めて
おります。かつて心理学実験室内で動物を飼育することが出
来なかった時代に，それにも関わらず動物実験を強く希望
し，自宅やアパートの 1 室でラットを飼育しながら卒論をま
とめた学生，あるいは野生の日本ザルの自然観察を行って卒
論とした学生，それらの学生諸君の熱意と努力があってはじ
めて，本日の充実した動物実験飼育環境が実現したと思いま
す。そうした皆さんへの心からの謝意の形として，それらの
卒論をとりまとめて Animal learning and behavior 特別号と
して発刊する積りでおりますことを付言いたします。
諸活動
山上精次（2018）．「基礎実験 2 」―次の半世紀へ（ 2 ）An-
nals of Yamagami Laboratory, 8, 1-3.
田代美冬・山上精次 （2018）．マインドリーディングの発達
的検討　日本心理学会第82回大会発表論文集， 2 PM-
091．
社会的活動
学校法人専修大学　評議員，理事（〜平成30年 8 月31日）
社団法人日本心理学会　代議員
日本基礎心理学会　理事
独立行政法人大学改革支援・学位授与機構　文学・神学専門
委員会心理学部会委員
吉田研究室（発達臨床心理学）
平成30年度の構成メンバーは，大学院 1 年生 1 名， 2 年生
2 名，学部 6 年生 1 名， 4 年生 6 名， 3 年生 7 名です。大学
院 2 年生は，修論研究を進めています。研究テーマのキー
ワードは，抑うつ，内的ワーキングモデル，コーピング，親
性準備性，自己の確立です。 4 年生も，卒論研究を進めてい
ます。研究テーマのキーワードは，対人不安，自己切替，被
服関心，いじめ傍観，過剰適応，自己評価モデルなどさまざ
まです。 3 年生と 6 年生もほぼ研究テーマが決まってきてお
り，プレ卒研究のまとめに向けて，分析を進めているところ
です。よい研究がまとまることを期待しております。
学部ゼミの夏休みの合宿は昨年と同じ富士山中湖セミナー
ハウスを使って 8 月14，15，16日の 2 泊 3 日の日程で行われ
ました。それぞれが卒論研究，プレ卒のテーマを発表し，討
論しました。レクリエーションの時間には，山中湖にでかけ
ボートを漕いで楽しみました。また，毎回行っているスイカ
割と花火大会を湖畔でしました。幸い良い天気に恵まれ充実
した合宿でした。
10月11日には，恒例となっている保育園見学を行いまし
た。いつもお世話になっている（社）厚生館福祉会　星の子
愛児園を訪問しました。保育園の活動についてお話をお聞き
し，子どもに接する際の注意を受けた後で，ゼミ生は希望す
る保育室に入って，子どもたちと 1 時間ほど一緒に過ごしま
した。赤ちゃんと接したり，幼児と遊んだりしながら，体験
を通して子どもたちのことを学んだようでした。お礼と体験
のレポートをゼミ生が書き，それを吉田が保育園にまとめて
お送りしました。ゼミ生は，みなさん新鮮な体験だったよう
で，子どもたちと接した素直な気持ちと，園へのお礼を書い
ていました。
諸活動
吉田弘道（2018）子どもへの理解と対応－保育者・保護者面
接と子どもの観察，滝口俊子・井上宏子・井口眞美　編
著，保育と心理臨床をつなぐ－保育者・心理職・保護者の
協働をめざして，125-140，ミネルヴァ書房
吉田弘道（2018）自閉症スペクトラム障害の遊びとおも
ちゃ，保健の科学，60， 5 ，306-310
吉田弘道（2018）乳児期における訪問事業の目的と母親が求
めていること，母子保健，705号，8- 9
吉田弘道（2018）育児不安尺度－ 3 歳児の母親用モデル，子
育て支援と心理臨床，15，145-147
社会的活動
日本小児精神神経学会代議員
日本小児保健協会　小児科・小児歯科保健検討委員会委員
日本臨床心理士資格認定協会・日本心理臨床学会・日本臨床
心理会による臨床心理士子育て支援合同委員会委員
川崎市子ども・子育て会議委員
公益財団法人　成長科学協会　心の発達研究委員
Ⅲ．卒業論文題目
羽野　由希絵　身体活動，不安と睡眠の質の関連についての
検討 ―主観的・客観的睡眠指標を用いて―
有木　直人　空間的距離とセルフコントロール ―遠くのもの
を見ると目標達成に成功しやすくなるのか―
跡部　春紗　妖怪の印象評定
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阿久津　裕史　感情への恐れがマインドフルネス特性及びひ
きこもり新和性に与える影響について
伊東　陽　　生態学的文脈におけるさびしさの現象学的検討
清水　優之介　Go NoGo 課題における閾下刺激の呈示時間が
与える影響 ―連続フラッシュ抑制を用いて―
菅　美帆子　完全主義と選択的注意 ―性別による関心の差が
及ぼす影響―
飯田　彩乃　自己評価維持モデルの検討 ―きょうだいタイプ
の視点から―
堀江　美帆　ヒトの存在はウマの選択行動に影響を与えるか
広瀬　友彩　妬みのサブタイプとセルフ・コンパッション及
びネガティブ感情の関連
市原　拓海　具体的な反復思考が睡眠に及ぼす影響について
宇田川　慧　ダイエット時のダイエットに対する意識が非意
識的な食行動の変化に及ぼす影響
小澤　弥月　スマートフォン依存について
矢内　美帆　子どもを対象とした殺人の犯人像分析
中村　萌香　他者の行動のフィードバックが信頼関係の形成
に与える影響
小嶋　那奈　課題解決場面における防衛的悲観主義者の他者
サポートについての検討
高橋　彩奈　過剰適応に関する研究 ―親の期待と子ども側の
受け止め方に着目して―
中嶋　廣人　大学生の思いやりにおける共感性と親密度の関
係性
西田　千夏　メランコリー親和型性格とコーピング及びサ
ポート模索の関連
小豆畑　雅樹　インターネット依存と孤独感，大学生活不安
の関連について
桜井　花野　三項関係情動の関連について：共感的喜び，妬
み，シャーデンフロイデ，共感的苦痛に及ぼす影響
三木　綾乃　構造化箱庭と自由箱庭の不安とストレスの影響
について
笹渕　菜津稀　過剰適応と家族環境及び友人関係の関連につ
いて
下村　貴映　ホワイトタイガーとコツメカワウソの行動観察
田辺　浩太朗　気温と服装が攻撃性にもたらす影響
赤松　里栄　大学生の LINE でのやりとりに対する認知につ
いて　―パーソナリティ要因を用いた検討―
森崎　圭介　自尊感情及び社会的スキルの自己評価と対人不
安の関連
土工　琢臣　インターネット利用上の過去の不快な出来事と
現在の友人関係との関連性について
青井　世奈　逃避行動を中心としたマウスの視覚誘発性行動
の分析
竹野　有咲　親の養育態度が大学生の IWM と攻撃性に及ぼ
す影響
杉澤　遼　　コミュニケーション・スキルとストレス対処の
関連について
熊谷　美菜子　商品選択におけるチョイスブラインドネス　
―高関与商品と低関与商品の違い―
中条　友香　介護老人福祉施設における介護職員の仕事のや
りがい
永島　侑香　テンポの多様性が BGM 文脈依存効果に及ぼす
影響
西村　かれん　接近運動性の先行刺激が視覚誘発性逃避行動
に及ぼす促進効果
中里　匠吾　現代の大学生の対人関係における劣等感と性格
の関係性について
内藤　一輝　時間知覚の中心化傾向における感覚モダリティ
および時間スケールへの依存性の検討　―空白時間と充実
時間を用いて―
荻原　幸那　体育会学生における挫折経験が抑うつと達成動
機に与える影響
吉田　理紗　会話と歩行　―歩行速度と視覚フィードバックの
関連―
天野　美桜　青年期の友人関係における自己切替と愛着及び
心理的距離の関連
向高　昇希　「心理的居場所感とインターネット利用の関連に
ついて」
吉田　真悠　高次脳機能障害者に対する健常者の態度変容　
―絵本を用いた読書法の効果―
植田　七海　「メンヘラ」とメンタルヘルスリテラシー
緒方　万里子　閾下呈示された表情の処理過程と表情認識に
共感性が及ぼす影響　―連続フラッシュ抑制法を用いて―
アン　ミョンヒ　日韓比較を通した養育態度が強迫傾向に影
響するプロセスの検討　―パーソナリティの媒介効果の検
討―
鬼塚　小晴　10歳の少女の内的成長　―千と千尋の神隠し―
寺沢　勇紀　ヒトにおけるコンピュータ画面上で形成される
迷信行動
大塚　悠紀　自尊感情および性役割が被服関心に及ぼす影響
について
濱田　香璃　高齢者殺人の行動パターンとその変遷
小野　沙弥香　志村正彦が抱えた精神状態と音楽的創造性の
関連について
石鍋　篤志　褒められ経験と対人コミュニケーション能力の
関連
高津　香奈子　対人葛藤場面での幼児期における慰めの発
達，および大学生における慰めが受け手の感情に及ぼす影
響
井上　圭右　社交不安と心的イメージとの関連 ―認知課題を
用いた検討―
鈴木　佑菜　マインドフルネスがスポーツにおけるあがりに
与える効果
越地　彩　　音楽聴取後の感情に影響を及ぼす要因について
の検討
寺田　瑛穂　妬みとセルフコンパッションの関連について　
―妬み傾向と妬み行動に着目して―
古元　遥奈　幼少期の家族機能がその後のキャリア志向およ
び結婚願望に与える影響
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林　眞世　 アタッチメントスタイルとライフイベントが主
観的幸福感に及ぼす影響
生島　梨果　大学生の人生目標について
寺西　杏子　柔軟剤の香りから想像されるイメージとパーソ
ナリティの関連
岡田　紗織　幼少期の読書の有無が人格形成に及ぼす影響
原田　千里　恋愛場面における告白の成否の予測
杉山　恭佑　共感性及び傍観者を取り巻く環境が，いじめ傍
観時の行動傾向に与える影響について
中村　実央菜　レジリエンスと食意識及び睡眠習慣の関連
高山　智志　ギャンブルへの感情と認知的負荷がギャンブル
行動に及ぼす影響
平野　そら　後退運動性の先行刺激が視覚誘発性逃避行動に
及ぼす促進効果
酒井　翔　　ワーキングメモリが目撃者の記憶に及ぼす効果
奥村　康平　抑うつと完全主義の関連について ―反すうの捉
え方の違いから―
若月　優太　ランドマークを用いたヒトにおける空間情報の
統合
辛島　圭美　製品画像の位置は右が良いのか？
小澤　千尋　感情価を伴う写真刺激の呈示による課題価値割
引における先延ばしの変化
Ⅳ．優秀卒業論文
広瀬　友彩　HP27-0005E　（指導教員：国里愛彦）
内藤　一輝　HP27-0037A　（指導教員：中沢　仁）
Ⅴ．修士論文題目
飯田　稔洋　仲間関係―個人内発達指標の作成（高田・石金）
小山　貴士　顔らしさと注意シフト（大久保・岡村）
土原　浩平　マインドフルネス特性と痛みの関連（国里・石
金）
村上　璃佳　怒りの鎮静化過程と対処行動の選択方略の関係
（岡村・下斗米）
福島　菜摘　パーソナリティ障害のメンタルヘルスリテラ
シー（長田・大久保）
廣田　眞衣　甘え上手・甘え下手についての検討 （村松・中
沢）
井口　聖香　過剰適応者の感情抑制 （国里・大久保）
金子　瑶　　攻撃行動の表出の違いがネガティブ感情の表出
に及ぼす影響　―精神的健康度との関連― （村松・澤）
中川　紗香惠　親からの精神的自立，アイデンティティの確
立，時間的展望および子どもとの接触経験と親性準備性と
の関連 （吉田・石金）
野沢　朋美　アダルトプレイフルネス概念　大学生と社会人
のプレイフルネスからの考察（高田・澤）
鴨志田　育栄　愛着スタイル，対人ストレスコーピングと抑
うつとの関連 （吉田・山上）
Ⅵ．修士論文研究優秀ポスタ―発表
小山　貴士　ML17-7003C
　　　　　　（主指導：大久保街亜，副指導：岡村陽子）
土原　浩平　ML17-7004B
　　　　　　（主指導：国里愛彦，副指導：石金浩史）
Ⅶ．研究室専任教員異動
平成30年 4 月より，小杉考司先生と加藤佑昌先生のお二人
の先生が着任されました。心理学科として心より歓迎し，今
後のご活躍を期待しております。
山上精次先生が定年を迎えられ，平成30年度末をもって退
職されます。文学部人文学科心理学コース，文学部心理学
科，人間科学部心理学科において心理学の専門教育ならびに
心理学科の運営さらには人間科学部長として人間科学部全体
の運営にもご尽力くださいました。研究室一同心よりお礼を
申し上げます。
村松励先生が定年を迎えられ，平成30年度末をもって退職
されます。専修大学における教養教育と人間科学部心理学科
における犯罪・非行・司法に関わる心理学の専門教育にご尽
力くださいました。研究室一同心よりお礼を申し上げます。
次頁に，研究室専任構成員の在職歴を示します。
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